こども よろこび こども かなしみ 

少年の 歓喜が 詩であるなら ば、 少年の 悲哀 もまた 詩 

よろこび 

である。 自然の 心に 宿る 歓喜に しても し 歌う ベ くんば ■ 

自然の 心に ささやく 悲哀 もまた 歌うべき であろう。 

こども かなしみ 

ともかく、 僕 は 僕の 少年の 時の 悲哀の 一 ッを 語って 

みょうと 思う ので ある。 (と 一 人の 男が 話し だした。) 

僕 は 八つの 時から 十五の 時まで 叔父の 家で 育った の 

で、 そのころ、 僕の 父母 は 東京に いられた ので ある。 

叔父の 家 は その 土地の 豪家で、 山林 田畑 をた くさん 



みなし. > 1 

る 孤児で ある。 色の 浅黒い、 輪郭の 正しい 立派な 男、 

酒 を 飲めば 必ず 歌う、 飲ま ざ る もまた 歌いな が ら 働く 

という 至極 元気の よい 男であった。 いつも 楽しそう に 

見える ばか リか、 心ば せ も 至って 正しい ので、 孤児に 

は 珍しい と 叔父 を はじめ 土地の 者 みんなに、 感心 せら 

れ ていたの である。 

「しかし 叔父さん にも 叔 i- さんに も 内証です よ」 と 

言って、 徳ー 一郎 は 歌いながら 裏山に 登って しまった。 

もな 力 

ころ は 夏の 最中、 月影 さやかなる 夜であった。 僕 は 

徳ニ郎 の あとに ついて 田んぼに いで、 稲の 香 高き あぜ 

のぼ 

道 を 走って 川の 堤に 出た。 堤 は 一段 高く、 ここに 上れ 



ら かな 晩で あるから、 船の 者 は 甲板に いで、 家の 者 は 

外にいで、 海に のぞむ 窓 はこと ごとく 開かれ、 ともし 

火 は 風に そ よげ ども 水面 は 油の ごとく、 笛 を 吹く 者 あ 

り、 歌う 者 あり、 三味線の 音に つれて 笑い どよめく 声 

は 水に 臨める 青楼より 起こるな ど、 いかにも 楽しそう 

な 花やかな ありさまであった ことで、 しかし 同時に こ 

が ず せきりょう 

の 花やかな 一幅の 画 図 を 包む ところの、 寂寥たる 月 

色 山 影 水 光 を 忘る る- J とがで きな いので ある。 

帆前船の 暗い 影の 下 をく ぐり、 徳ニ郎 は 舟 を 薄暗い 

石段の もとに 着けた。 

「お上がりなさい」 と 徳は僕 を 促した。 堤の 下で 「お 



フ、 o 

ら レ 

「あす、 あさって、 明々 後日」 と 女 は 指 を 折って、 「や 

の あさってに 決まった の。 しかしね、 わたし は 今に 

なって、 また 気が 迷って 来たの よ」 と 言いつつ 首 をた 

れ ていたが、 そっと 袖で 目 をぬ ぐった 様子。 その 間に 

てじゃく 

徳ー 一郎 は 手酌で 酒 を グイ グイ あおって いた。 

「今 さら どうと 言って しかたが ないじ ゃァ ないか。」 

「それ はそう だけれ ど 考えて みると、 死んだ ほう 

がなん ぼ 増し だか 知れない と 思って。」 

「ハツ ハツ ヽヽヽ ヽ坊 様、 この ねえさんが 死ぬ と 言い 

ますが、 どうしましょう か。 …… オイ オイ 約束の 坊様 



舟 はしば らく 大船 小船 六 七 艘の間 を 縫うて 進んで い 

たが、 まもなく 広々 とした 沖合に 出た。 月 はます ます 

さえて 秋の 夜 かと 思われる ばかり、 女 はこぐ 手 をと ど 

めて 僕の そばに すわった。 そして また 月 を 仰ぎ、 また 

あたり を 見回しながら、 

「坊 様、 あなた はおい くつ？」 とたず ねた。 

「十二。」 

「わたしの 弟の 写真 も 十二の 時ので すよ、 今 は 十六… 

;、 そうだ、 十六 だけれ ど、 十二の 時に 別れた ぎり 会 

わない の だから、 今でも 坊 様と 同じような 気がする の 

です よ。」 と 言って 僕の 顔 を じ つ と 見て いたが、 たち ま 



ち 涙ぐんだ。 月の 光 を 受けて、 その 顔 はなお さら 青 ざ 

めて 見えた。 

「死んだ の？」 

「いいえ、 死んだ のなら かえって あきらめが つきます 

が、 別れた ぎり、 どうな つたの か I かき 方が 知れない の 

ふたおや きょうだい 

です よ。 両親に 早く 死に別れて、 たった 二人の 姉弟 

ですから、 互いに 力に していた のが、 今では 別れ 別れ 

になって、 生き死に さえ わからん ようにな りました。 

それに、 わたし も 近いう ち 朝鮮に つれて 行かれる の だ 

から、 もうこの 世で 会う ことができ るかで きない かわ 

かりません。」 と 言って、 涙が ほお をつ とうて 流れる の 



「うれしい のね え、 今、 坊 様に 弟の こと を 話して 泣い 

ていたの」 と 女の 言う うち、 徳ニ郎 の 小舟 は そばに 来 

た。 

「ハツ ハツ ヽヽヽ ヽ〔# 「ヽ ヽヽ ヽ」 は 底本で は 「ヽ ヽヽ匕 

おおかた そんな こと だろうと 酒 を 持って来 たの だ、 飲 

みな 飲みな、 わしが 歌って やる！」 と 徳ニ郎 はすで に 

酔って いるら しい。 女 は 徳ニ郎 の 渡した 大 コップに、 

なみなみと 酒 をつ いで 息 もっかずに 飲んだ。 

「も ーッ」 と 今度 は 徳ニ郎 がつ いで やった の を、 女 は 

ひといき 

またもや 一息に 飲み干して、 月に 向かって 酒気 を ほつ 

と 吐いた。 
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